
■
学
校
推
薦
型
選
抜
・
社
会
人
選
抜
（
小
論
文 

大
問
１
） 

  

問
１ 

①
対
処 

②
事
態 

③
混
乱 

④
未
知 

⑤
機
会 

 

問
２ 

③ 
 

 

問
３ 

④ 
 

 

問
４
（
大
ま
か
に
以
下
の
内
容
を
含
み
、
明
確
か
つ
論
理
的
に
自
分
の
考
え
を
論
述
す
る
。） 

 

・
文
字
数
が
五
割
（
二
〇
〇
字
）
に
達
し
て
い
な
い
解
答
は
採
点
を
検
討
す
る
。 

・
文
字
数
が
五
割
（
二
〇
〇
字
）
以
上
で
、
内
容
が
問
い
に
向
き
合
っ
て
い
れ
ば
（
自
分
勝
手
で
無
関
係
な
内
容
で
な

い
の
で
あ
れ
ば
）
基
礎
点

10

点
を
与
え
る
。 

①
文
章
が
わ
か
り
や
す
く
形
式
的
に
整
っ
て
い
れ
ば
１
～
５
点
を
加
え
る
。 

（
文
章
と
し
て
形
式
的
に
整
っ
て
い
る
：
段
落
を
つ
け
て
い
る
・
主
語
と
述
語
が
明
確
で
あ
る
） 

②
本
文
の
内
容
を
踏
ま
え
て
書
か
れ
て
い
れ
ば
１
～
５
点
を
加
え
る
。 

③
自
分
の
考
え
が
述
べ
ら
れ
て
い
れ
ば
１
～
５
点
を
加
え
る
。 

・
誤
字
・
脱
字
・
不
適
切
な
助
詞
に
つ
い
て
は
、
二
個
以
内
：
減
点
な
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
～
四
個
：
２
点
減
点 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
個
以
上
：
４
点
減
点 

 
 

 
 

 

（
た
だ
し
同
じ
文
字
を
複
数
回
間
違
っ
た
場
合
は
「
一
個
」
と
数
え
る
。） 

  



■学校推薦型選抜・社会人選抜（小論文 大問２） 

 

問１（各 4 点、計 8 点） 

a. つえを手放せなくなった。 

b. 認知症の兆候が表れ始めた。 

 

問２（A. 2 点、B. 5 点、計 7 点） 

A. 骨卒中 

B. その後の日常生活を脅かす（12 文字、「危険」まで入れて 14 文字も可） 

 

問３（10 点） 

(計算式) 

 転倒：73,610×0.73≒53,735 

 住宅：53,735×0.55≒29,554 

（答え） 29,554  人 

注）計算式 5 点、答え 5 点（但し、答のみの正解は認めない） 

 

問４（25 点） ≪採点基準≫ 

1. テーマに対して適切な内容になっている           （5 点） 

2. 自分の考えを示している（知識・情報の正誤は問わない）   （5 点） 

3. 文章の繋がりがよく、読みやすい              （5 点） 

4. 漢字等が適切に使用されている，誤字がない         （5 点）（※） 

5. 指定された範囲内の字数で記述している           （5 点）＊160 字未満：-5 点 

※誤字・脱字・不適切な助詞については、大門１に準拠、部分点については 

2 個以内：減点なしで 5 点、 3〜4 個：2 点減点で 3 点、 5 個以上：5 点減点で 0 点 

（ただし同じ文字を複数回間違った場合は「1 個」と数える。） 

例） 

高齢者の転倒を防ぐための住環境の整備としては、他に、つまづきをなくすことが挙げられる。例えば、階

段を使わずに済むように１階だけで生活できるようにする、敷居などの段差をなくす、畳の縁やカーペット

のめくれなどもなくす、床の上にケーブルを這わせたり物を置かない、フットライトなどで夜に足元がよく

見えるようにする。また、歩行中に足が滑らないように、トイレや浴室、玄関先などに滑り止めマットを敷

くなども考えられる。（202 文字） 
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